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【トピックス】 

１．平成 27年４月１日から労災保険率が改定されました 

２．ゴールデンウイークは、年次有給休暇で大型連休に！ 

３．安全衛生優良企業公表制度が始まります 

  ～平成 27年６月の申請受付開始に向け、厚生労働省ホームページに自己診断 

  コンテンツを公開～ 

 

【厚生労働省からのお知らせ】 

◆現在の雇用失業情勢 
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【トピックス１】平成 27 年４月１日から労災保険率が改定されました 
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 厚生労働省は、労働者災害補償保険（労災保険）に関して、４月１日から労災 

保険率の改定を行いました。 

 

○ 労災保険率などの改定内容 

 労災保険とは、労働災害（いわゆる労災、通勤災害を含む）に遭った労働者ま 

たはその遺族に必要な保険給付を行う国の制度で、保険料は事業主の皆さんが全 

額負担することになっています。 

 労災保険の保険料は、事業主の皆さんが１年間に労働者に支払う賃金の総額に 

労災保険率を掛けて算出します。労災保険率は 54に分類した業種別に設定され、 

３年おきに改定しています（平成 27年４月１日から「たばこ等製造業」は、「食 

料品製造業」に統合されました）。 

 平成 27年度から適用される労災保険率は、下記リンク(1)をご参照ください。 

 

 また、一人親方などの第二種特別加入保険料率や海外派遣者の特別加入に対す 

る第三種特別加入保険料率、建設事業において労働者に支払う賃金の総額を把握 

するのが困難な場合に用いる労務費率（請負金額に対する賃金の総額の割合）も 



その一部を改定しました。 

 それぞれ、下記リンク(2)、(3)をご参照ください。 

 

 ●詳細はこちらをご覧ください。 

  (1)平成 27年度から適用される労災保険率表 

     http://www.mhlw.go.jp/bunya/roudoukijun/roudouhokenpoint/dl/ 

rousaihokenritu_h27.pdf  

  (2)平成 27年度から適用される第二種及び第三種特別加入保険料率表 

     http://www.mhlw.go.jp/bunya/roudoukijun/dl/kanyu_01-01.pdf  

  (3)平成 27年度から適用される労務費率表 

     http://www.mhlw.go.jp/bunya/roudoukijun/roudouhokenpoint/dl/ 

roumuhiritu_h27.pdf  
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【トピックス２】ゴールデンウイークは、年次有給休暇で大型連休に！ 
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 ゴールデンウイークは、国民の祝日が集中していることから、連続休暇を設定 

しやすくなっています。休暇を取ることは、健康上のメリットがあるだけでなく、 

仕事に対する意識やモチベーションを高め、業務効率の向上が期待できます。休 

暇で仕事を離れることによって、新たな生きがいを見つけたり、家族と過ごす時 

間を作ったりなど仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）を実現しませ 

んか？ 

 今年のゴールデンウイークは、年次有給休暇を活用して、連続休暇にしかでき 

ないさまざまな体験で、心身ともにリフレッシュしましょう！ 

 

［連続休暇を取得しましょう！］ 

  年次有給休暇と土日、祝日などを組み合わせると、連続休暇にすることがで 

 きます。ゴールデンウイークでは、４月 27 日（月）、28 日（火）、30日（木）、 

 ５月１日（金）、７日（木）、８日（金）が平日です。年次有給休暇を効果的 

 に活用すれば、最大 16 連休にすることも可能です。 

 

［休暇取得に向けた環境づくりに取り組みましょう！］ 

  休暇の取得促進のためには、労使が協力して取り組むことが必要です。具体 

 的には、次のような取組が考えられます。 

 (1) 経営トップによる社内への休暇取得推進の呼びかけ 



 (2) 管理者が率先して休暇を取得 

 (3) 労働組合などによる企業、従業員への働きかけ 

 

［年次有給休暇の「計画的付与制度」を活用しましょう！］ 

  年次有給休暇を取りやすくするために、事業場全体の年間計画に年次有給休 

 暇の「計画的付与制度」を取り入れましょう。計画的付与制度とは、年次有給 

 休暇の付与日数のうち、５日を除いた残りの日数については、労使協定を結べ 

 ば、事業主側が計画的に休暇取得日を割り振ることができる制度です。事業主 

 にとっては労務管理がしやすく計画的な業務運営ができます。また、労働者に 

 とってはためらいを感じずに、年次有給休暇が取得しやすくなります。 

 

【詳細はこちら】 

 年次有給休暇取得促進リーフレット 

 「休暇取得に向けた環境づくりに取り組みましょう！」 

  http://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/roudoukijun/ 

jikan/dl/yukyu_h26_year_02.pdf  
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【トピックス３】安全衛生優良企業公表制度が始まります 

        ～平成 27年６月の申請受付開始に向け、厚生労働省ホームペー 

         ジに自己診断コンテンツを公開～ 
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 「安全衛生優良企業公表制度」とは、労働者の安全や健康を確保するための対 

策に積極的に取り組み、高い安全衛生水準を維持している企業を厚生労働省が認 

定・公表する制度で、平成 27年６月から、申請の受付を開始する予定です。 

 

 制度開始に向けて、厚生労働省では、労働安全衛生に関する情報サイト「職場 

のあんぜんサイト」内に「安全衛生優良企業公表制度」のページを追加しました。 

このページには、制度の説明や認定を希望する企業が申請可能な水準に達してい 

るかどうかをウェブ上で確認できる自己診断コンテンツなどを掲載しています。 

また、制度開始後は、このページで認定企業名を公表していく予定です。 

 

 認定を受けるには、過去３年間、労働安全衛生関連の重大な法違反がないなど 

の基本事項に加え、労働者の健康保持増進対策、メンタルヘルス対策、過重労働 

対策、安全管理など、幅広い分野で積極的な取組を行っていることが必要です。 



 自社の安全衛生の取組チェックのために、ぜひご活用ください。 

 

【詳細はこちら】 

  http://anzeninfo.mhlw.go.jp/shindan/shindan_index.html  

【報道発表資料】 

  http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/0000078461.html  
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【厚生労働省からのお知らせ】 
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    ▽▼       現在の雇用失業情勢       ▲△ 

 ３月 27日に公表された２月の完全失業率は前月より 0.1 ポイント改善の 3.5％、 

有効求人倍率は前月より 0.1ポイント改善の 1.15 倍となりました。 

 このように、雇用情勢は一部に厳しさが見られるものの、着実に改善が進んで 

いる状況にあります。 

 

 【労働力調査（総務省）】 

  http://www.stat.go.jp/data/roudou/sokuhou/tsuki/pdf/201502.pdf  

 

 【一般職業紹介状況】 

  http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/0000078544.html  

 

 

======================================================================== 

★配信停止の手続き  https://krs.bz/roumu/m?f=8  

★バックナンバー   http://merumaga.mhlw.go.jp/backnumber/index.html  

★登録に関するお問い合わせ  https://krs.bz/roumu/m?f=11  

★メルマガの内容に関するお問い合わせ（厚労省ホームページ「国民の皆様の声」 

 へリンク）  https://www-secure.mhlw.go.jp/getmail/getmail.html  

★編集：厚生労働省 

 

●当メールマガジンは外部の電子メール配信サービスを利用して行っています。 

●登録していないにも関わらず本メールが配信された場合は、他の人が間違えて登 

 録した可能性がありますので、配信停止の手続きをお願いします。 

●当メールマガジンの送信元アドレスは送信専用となっています。 



●携帯メールなどには対応しておりません。 

●可能であれば等幅フォントにてご覧ください。 

●当メールマガジンの内容の全部または一部については、私的使用または引用など 

 著作権法上認められた行為として、出所を明示することにより、引用、転載、複 

 製を行うことができます。 
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